
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

改 

正 

前 
肝
炎
と
は
、
肝
臓
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は

、
ウ
イ
ル
ス
性
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
、
脂
肪
性
、
自
己
免
疫
性
等
に
分
類
さ
れ
、

多
様
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
又
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（
以
下
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う
。
）
感
染
に
起
因
す
る
肝
炎
患
者
が
肝
炎

に
り
患
し
た
者
の
多
く
を
占
め
て
き
た
。
近
年
で
は
、
若
年
層
の
Ｂ
型
肝
炎
患

者
数
は
Ｂ
型
肝
炎
母
子
感
染
予
防
対
策
等
に
よ
り
、
Ｃ
型
肝
炎
患
者
数
は
治
療

薬
の
進
歩
等
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
Ｂ
型
肝
炎
患
者
数
は

足
元
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
依
然
と
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
肝
炎

患
者
の
半
数
に
の
ぼ
り
、
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎

に
係
る
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
対
策
の
継
続
が

必
要
で
あ
る
。 

肝
炎
と
は
、
肝
臓
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は

、
ウ
イ
ル
ス
性
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
、
自
己
免
疫
性
等
に
分
類
さ
れ
、
多
様
で
あ

る
。
我
が
国
で
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
又
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
「

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う
。
）
感
染
に
起
因
す
る
肝
炎
患
者
が
肝
炎
に
り
患
し

た
者
の
多
く
を
占
め
て
お
り
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
対
策
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

近
年
の
国
に
お
け
る
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
の
Ｃ
型
肝
炎
等
緊
急
総
合
対
策
の
開
始
、
平
成
十
九
年
度

か
ら
の
都
道
府
県
の
選
定
に
よ
る
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院
（
以
下
「
拠
点

病
院
」
と
い
う
。
）
の
整
備
等
の
取
組
を
進
め
て
き
た
。 

近
年
の
国
に
お
け
る
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
の
Ｃ
型
肝
炎
等
緊
急
総
合
対
策
の
開
始
、
平
成
十
九
年
度

か
ら
の
都
道
府
県
の
選
定
に
よ
る
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院
（
以
下
「
拠
点

病
院
」
と
い
う
。
）
の
整
備
等
の
取
組
を
進
め
て
き
た
。 

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
以
降
、
肝
炎
の
治
療
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
促
進
、
肝
炎
に
係
る
診
療
及
び
相
談
体
制
の
整
備
、
国
民

に
対
す
る
肝
炎
に
係
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
並
び
に
肝
炎
に
係
る
研
究
の

推
進
の
五
本
の
柱
か
ら
な
る
肝
炎
総
合
対
策
を
進
め
て
き
た
。 

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
以
降
、
肝
炎
の
治
療
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
促
進
、
肝
炎
に
係
る
診
療
及
び
相
談
体
制
の
整
備
、
国
民

に
対
す
る
肝
炎
に
係
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
並
び
に
肝
炎
に
係
る
研
究
の

推
進
の
五
本
の
柱
か
ら
な
る
肝
炎
総
合
対
策
を
進
め
て
き
た
。 

さ
ら
に
、
研
究
分
野
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
、
肝
炎
の
専

門
家
か
ら
な
る
肝
炎
治
療
戦
略
会
議
が
「
肝
炎
研
究
十
カ
年
戦
略
」
を
取
り
ま

と
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
肝
炎
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｃ
型

肝
炎
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
治
療
薬
の
開
発
に
よ
り
、
高
い
確
率
で
ウ

イ
ル
ス
の
排
除
が
可
能
に
な
っ
た
一
方
で
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
排
除
後
の
発

が
ん
等
へ
の
対
応
は
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎
は
い
ま
だ
に

ウ
イ
ル
ス
を
排
除
で
き
る
根
治
薬
が
な
く
、
そ
の
研
究
開
発
の
継
続
が
必
要
で

あ
る
。 

さ
ら
に
、
研
究
分
野
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
、
肝
炎
の
専

門
家
か
ら
な
る
肝
炎
治
療
戦
略
会
議
が
「
肝
炎
研
究
十
カ
年
戦
略
」
を
取
り
ま

と
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
肝
炎
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針 

新
旧
対
照
表 
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最
近
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
持
続
感
染
し
て
い
る
者
（
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
又
は
肝
が
ん
の
患
者
を
含
む
。
以
下
「
肝
炎
患
者
等
」

と
い
う
。
）
へ
の
支
援
が
充
実
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る

受
検
、
受
診
及
び
受
療
の
促
進
に
向
け
た
取
組
が
行
わ
れ
、
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
も
の
の
自
覚

の
な
い
者
が
多
数
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
や
、
職
域
で
の
検
診
等
利
便

性
に
配
慮
し
た
検
査
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
肝

炎
、
肝
硬
変
又
は
肝
が
ん
に
係
る
医
療
（
以
下
「
肝
炎
医
療
」
と
い
う
。
）
の

体
制
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
、
精
密
検
査
や
肝
炎
医
療

を
適
切
に
受
診
し
て
い
な
い
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
る
者
が
多

数
に
上
る
こ
と
等
、
肝
炎
医
療
を
必
要
と
す
る
者
に
適
切
に
肝
炎
医
療
を
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
い
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
。
特
に
、
我
が
国
に

お
け
る
肝
炎
患
者
等
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
に
も
分
か

り
や
す
い
、
よ
り
丁
寧
な
普
及
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

最
近
で
は
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
が
進
展
し
、
患
者
支
援
が
充
実
さ
れ
て
き
た
一

方
で
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
も
の
の
自
覚
の
な
い
者
が
多
数
存
在

す
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
や
、
職
域
で
の
検
診
等
利
便
性
に
配
慮
し
た
検
査
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
肝
炎
、
肝
硬
変
又
は
肝
が

ん
に
係
る
医
療
（
以
下
「
肝
炎
医
療
」
と
い
う
。
）
の
体
制
が
十
分
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
、
精
密
検
査
や
肝
炎
医
療
を
適
切
に
受
診
し
て
い

な
い
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
る
者
が
多
数
に
上
る
こ
と
等
、
肝

炎
医
療
を
必
要
と
す
る
者
に
適
切
に
肝
炎
医
療
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

い
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
。 

    

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
等
に
つ
い
て
の
国
民
の
理
解
が
十
分
で

な
い
こ
と
や
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
す
る
必
要
性
に
関
す
る
認
識
が
十

分
で
な
い
こ
と
に
加
え
、
一
部
で
は
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
不
当
な
差
別
が

存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
肝
炎

対
策
を
策
定
及
び
実
施
す
る
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
組
の
継
続
は
重
要
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
肝
炎
対
策
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る

た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
等
に
つ
い
て
の
国
民
の
理
解
が
十
分
で

な
い
こ
と
や
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
す
る
必
要
性
に
関
す
る
認
識
が
十

分
で
な
い
こ
と
に
加
え
、
一
部
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
持
続
感
染
し
て
い
る

者
（
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
又
は
肝
が
ん
の
患
者
を
含
む
。

以
下
「
肝
炎
患
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
不
当
な
差
別
が
存
在
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
肝
炎
対
策
を
策
定
及

び
実
施
す
る
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
組
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
肝
炎
対
策
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る

た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

加
え
て
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
、
公
衆
衛
生
上
の
脅
威
と
し
て
の

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
排
除
達
成
を
令
和
十
二
年
ま
で
に
目
指
す
こ
と
を
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
も
貢
献
す
る
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る

。
公
衆
衛
生
上
は
、
現
在
、
Ｃ
型
肝
炎
は
ウ
イ
ル
ス
排
除
薬
の
開
発
に
よ
り
、

そ
の
撲
滅
が
視
野
に
入
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
が
、
Ｂ
型
肝
炎
に
対
す
る
根
治

薬
の
開
発
及
び
既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
Ｃ
型
肝
炎
の
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
の
活

用
に
よ
り
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
高
い
確
率
で
体
外
に
排
除
す
る
こ
と
を
可
能
に
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し
、
「
肝
炎
の
完
全
な
克
服
」
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
の
下
に
、
肝
炎
患
者
等
を
早
期
に
発
見
し
、

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め

、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
肝

炎
対
策
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
の
下
に
、
肝
炎
患
者
等
を
早
期
に
発
見
し
、

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め

、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
肝

炎
対
策
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
肝
炎
対
策
基
本
法
（

平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
三
年
五
月
に
策
定
さ
れ
た
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（

平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
号
）
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を

行
う
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
我
が
国
で
は
、
現
在
、
肝
炎
に
り
患
し
た
者
に
占
め
る
患
者
数
の
多

さ
か
ら
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
対
策
が
依
然
と
し
て
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
指
針
に
お
い
て
は
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝

炎
に
係
る
対
策
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

な
お
、
我
が
国
で
は
、
現
在
、
肝
炎
に
り
患
し
た
者
に
占
め
る
患
者
数
の
多

さ
か
ら
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
本
指
針
に
お
い
て
は
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
対

策
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
一 

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
の
推
進
の
基
本
的
な
方
向 

⑴ 

基
本
的
な
考
え
方 

第
一 

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
の
推
進
の
基
本
的
な
方
向 

⑴ 

基
本
的
な
考
え
方 

ア 

肝
炎
（
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
適

切
な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
慢
性
化
し
、
肝
硬
変
や
肝
が

ん
と
い
っ
た
よ
り
重
篤
な
病
態
に
進
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
肝
炎
患
者
等
が
生
活
す
る
中
で
関
わ
る
全
て
の
者
が
肝
炎
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
こ
れ
ら
の
者
の
協
力
の
下
、
肝
炎
患
者
等
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
は
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
等
と
連
携
し
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
促
進
、
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
る
者
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
や
肝
炎
患
者
等
の
早
期
か
つ
適
切
な
肝
炎
医
療
の
受
診
の
促

進
、
Ｂ
型
肝
炎
に
対
す
る
根
治
薬
の
開
発
等
の
肝
炎
総
合
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
肝
炎
の
完
全
な
克
服
」
を
達
成
す
る
こ
と
で
、

肝
硬
変
又
は
肝
が
ん
へ
の
移
行
者
を
減
ら
す
こ
と
を
目
標
と
し
、
肝
が

ん
の
り
患
率
を
で
き
る
だ
け
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
具
体
的
な
指
標
と
し

て
設
定
す
る
。 

肝
炎
（
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
適
切

な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
慢
性
化
し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と

い
っ
た
よ
り
重
篤
な
病
態
に
進
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
肝

炎
患
者
等
が
生
活
す
る
中
で
関
わ
る
全
て
の
者
が
肝
炎
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
こ
れ
ら
の
者
の
協
力
の
下
、
肝
炎
患
者
等
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
は

、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
等
と
連
携
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

受
検
促
進
、
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
る
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
肝
炎
患

者
等
の
早
期
か
つ
適
切
な
肝
炎
医
療
の
受
診
の
促
進
等
の
肝
炎
総
合
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
硬
変
又
は
肝
が
ん
へ
の
移
行
者
を
減
ら
す

こ
と
を
目
標
と
し
、
肝
が
ん
の
り
患
率
を
で
き
る
だ
け
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
指
標
と
し
て
設
定
す
る
。 

 

 

ま
た
、
肝
炎
対
策
は
、
肝
炎
患
者
等
を
含
め
た
国
民
の
視
点
に
立
ち

、
国
民
の
理
解
及
び
協
力
を
得
て
、
肝
炎
患
者
等
を
含
む
関
係
者
が
一

ま
た
、
肝
炎
対
策
は
、
肝
炎
患
者
等
を
含
め
た
国
民
の
視
点
に
立
ち
、

国
民
の
理
解
及
び
協
力
を
得
て
、
肝
炎
患
者
等
を
含
む
関
係
者
が
一
体
と
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体
と
な
っ
て
、
連
携
し
て
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

な
っ
て
、
連
携
し
て
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

な
お
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
肝
炎
対
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
目
標
、
具
体
的
な
指
標
等
を
設
定
し
、
定
期
的
に
そ
の
達

成
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
施
策
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。 

な
お
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
肝
炎
対
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
目
標
、
具
体
的
な
指
標
等
を
設
定
し
、
定
期
的
に
そ
の
達
成
状

況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
施
策
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。 

イ 
肝
炎
総
合
対
策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

及
び
肝
炎
医
療
の
均
て
ん
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
、
各
地
域
の
取
組
状
況
に
差
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
関
係
者

が
地
域
の
実
情
や
特
性
を
把
握
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
応
じ
た
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

（
新
設
） 

 

⑵ 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
更
な
る
促
進 

⑵ 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
更
な
る
促
進 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は
様
々
で
あ
り
、
個
々
人
が
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
を
一
概
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
国
民
が
、
少
な
く
と
も
一
回
は
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
検
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
の
未
受
検
者
が
、
自
ら
の
健
康
や
生
命
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
で
き
る
限
り
早
期
に
受
検
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を

認
識
し
、
検
査
結
果
に
応
じ
た
受
診
等
の
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

受
検
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
に
普
及
啓
発
を
行
う
と
同
時
に
、

年
齢
等
に
焦
点
を
絞
っ
て
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は
様
々
で
あ
り
、
個
々
人
が
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
を
一
概
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
国
民
が
、
少
な
く
と
も
一
回
は
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
検
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
が
、
自
ら
の
健
康
や
生
命
に
関
わ
る
問

題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
で
き
る
限
り
早
期
に
受
検
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
を
認
識
し
、
検
査
結
果
に
応
じ
た
受
診
等
の
行
動
に
つ
な
が
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
体
制
を
整
備
し
、
特
に
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
の
未
受
検
者
に
対
し
て
受
検
の
勧
奨
及
び
普
及
啓
発
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
検
査

以
外
に
職
域
に
お
い
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
確
保
す
る
等
の
取
組

を
進
め
る
と
と
も
に
、
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
る
者
に
対
し
て
、
Ｃ
型
肝

炎
は
高
い
確
率
で
ウ
イ
ル
ス
排
除
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
Ｂ
型
肝
炎
も
ウ

イ
ル
ス
抑
制
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
促
進
し
つ
つ
、
早
期
受
診
の

メ
リ
ッ
ト
等
の
説
明
を
す
る
等
、
適
切
な
受
診
を
促
進
す
る
た
め
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。 

こ
の
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
体
制
を
整
備
し
、
受
検
の
勧

奨
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
特
に
、
引
き
続
き
、
地
方
公
共
団
体

等
に
よ
る
検
査
以
外
に
職
域
に
お
い
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
確
保

す
る
等
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
る
者
の
早

期
か
つ
適
切
な
受
診
を
促
す
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
に
も

、
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 
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ま
た
、
従
来
は
、
肝
炎
患
者
等
は
治
療
と
就
労
の
両
立
が
困
難
で
あ
っ

た
が
、
医
療
の
進
歩
に
よ
り
心
身
な
ど
へ
の
負
担
が
よ
り
少
な
い
治
療
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
治
療
と
就
労
の
両
立
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
普
及

啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

⑶ 
適
切
な
肝
炎
医
療
の
推
進 

⑶ 

適
切
な
肝
炎
医
療
の
推
進 

肝
炎
患
者
等
の
健
康
保
持
の
た
め
に
は
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
医
療
機
関
に
お
い

て
は
、
肝
炎
は
症
状
が
進
行
し
な
け
れ
ば
自
覚
症
状
が
乏
し
い
こ
と
が
多

い
こ
と
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
存
在
す
る
こ
と
等
の
事

情
を
認
識
し
て
肝
炎
患
者
等
に
接
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

肝
炎
患
者
等
の
健
康
保
持
の
た
め
に
は
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

肝
炎
患
者
等
に
対
し
、
病
態
に
応
じ
た
適
切
な
肝
炎
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
肝
炎

患
者
等
は
、
肝
炎
医
療
を
専
門
と
す
る
医
療
機
関
（
以
下
「
専
門
医
療
機

関
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
治
療
方
針
の
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。 

肝
炎
患
者
等
に
対
し
、
病
態
に
応
じ
た
適
切
な
肝
炎
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
肝
炎

患
者
等
は
、
肝
炎
医
療
を
専
門
と
す
る
医
療
機
関
（
以
下
「
専
門
医
療
機

関
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
治
療
方
針
の
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。 

ま
た
、
専
門
医
療
機
関
に
お
い
て
治
療
方
針
の
決
定
を
受
け
た
肝
炎
患

者
等
は
、
継
続
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
専
門
医
療
機
関
に
お
い
て
治
療
方
針
の
決
定
を
受
け
た
肝
炎
患

者
等
は
、
継
続
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
肝
炎
患
者
等
が
、
居
住
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
適
切
な
肝
炎

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
肝
疾
患
診
療
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
拠
点
病
院
が
中
心
と
な
っ
て
、
専
門
医
療
機
関
等
の
治

療
水
準
の
向
上
、
か
か
り
つ
け
医
を
含
む
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
の

強
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
る
地
域
連
携
の
強
化

に
向
け
た
研
究
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
肝
炎
患
者
等
が
、
居
住
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
適
切
な
肝
炎

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
肝
疾
患
診
療
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
拠
点
病
院
が
中
心
と
な
っ
て
、
専
門
医
療
機
関
等
の
治

療
水
準
の
向
上
、
か
か
り
つ
け
医
を
含
む
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
の

強
化
等
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
し
又
は
そ
の
増
殖
を
抑
制
す
る
抗
ウ
イ

ル
ス
療
法
（
肝
炎
の
根
治
目
的
で
行
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
及
び
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
治
療
又
は
Ｂ
型
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治

療
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と
い
っ
た

、
よ
り
重
篤
な
病
態
へ
の
進
行
を
予
防
し
、
又
は
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
は
、
結
果
的
に
ウ
イ
ル
ス
量
が
低
減

す
る
こ
と
に
よ
り
二
次
感
染
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
対
す
る
経
済
的
支
援
に
取

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
し
又
は
そ
の
増
殖
を
抑
制
す
る
抗
ウ
イ

ル
ス
療
法
（
肝
炎
の
根
治
目
的
で
行
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
及
び
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
治
療
又
は
Ｂ
型
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治

療
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と
い
っ
た

、
よ
り
重
篤
な
病
態
へ
の
進
行
を
予
防
し
、
又
は
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
は
、
結
果
的
に
ウ
イ
ル
ス
量
が
低
減

す
る
こ
と
に
よ
り
二
次
感
染
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
対
す
る
経
済
的
支
援
に
取
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り
組
み
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

り
組
み
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

⑷ 

肝
炎
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
の
総
合
的
な
推
進 

⑷ 

肝
炎
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
の
総
合
的
な
推
進 

肝
炎
は
国
内
最
大
級
の
感
染
症
で
あ
り
、
感
染
を
放
置
す
る
と
肝
硬
変

や
肝
が
ん
と
い
っ
た
重
篤
な
病
態
に
進
行
す
る
。
こ
の
た
め
、
肝
炎
医
療

の
水
準
の
向
上
等
に
向
け
て
、
肝
炎
に
関
す
る
基
礎
、
臨
床
及
び
疫
学
研

究
等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

肝
炎
は
国
内
最
大
級
の
感
染
症
で
あ
り
、
感
染
を
放
置
す
る
と
肝
硬
変

や
肝
が
ん
と
い
っ
た
重
篤
な
病
態
に
進
行
す
る
。
こ
の
た
め
、
肝
炎
医
療

の
水
準
の
向
上
等
に
向
け
て
、
肝
炎
に
関
す
る
基
礎
、
臨
床
及
び
疫
学
研

究
等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
行
政
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

必
要
な
研
究
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
に
よ
り
異
な
る
肝
炎
医
療
等
の
現
状

と
課
題
を
踏
ま
え
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
行
政
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

必
要
な
研
究
に
つ
い
て
も
、
現
状
を
踏
ま
え
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

⑸ 

肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
更
な
る
普
及
啓
発
及
び
肝
炎
患
者
等
の

人
権
の
尊
重 

⑸ 

肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
更
な
る
普
及
啓
発 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
感

染
に
気
付
き
に
く
く
、
ま
た
、
感
染
を
認
識
し
て
い
て
も
、
感
染
者
が
早

急
な
治
療
の
必
要
性
を
認
識
し
に
く
い
。
こ
の
た
め
、
国
民
一
人
一
人
が

感
染
に
よ
る
リ
ス
ク
を
自
覚
し
た
対
応
を
図
る
よ
う
、
肝
炎
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
幅
広
い
世
代
に
対
応
し
、
各
世
代

に
応
じ
て
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
の
効
果
を
見
つ
つ
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
感

染
に
気
付
き
に
く
く
、
ま
た
、
感
染
を
認
識
し
て
い
て
も
、
感
染
者
が
早

急
な
治
療
の
必
要
性
を
認
識
し
に
く
い
。
こ
の
た
め
、
国
民
一
人
一
人
が

感
染
に
よ
る
リ
ス
ク
を
自
覚
し
た
対
応
を
図
る
よ
う
、
肝
炎
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
持
つ
た
め
の
更
な
る
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

。 

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
不
当
な
差
別
を
解
消
し
、
感
染
経
路
に

つ
い
て
の
知
識
不
足
に
よ
る
新
た
な
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
肝
炎

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
し
、
こ
れ
に
よ
り
肝
炎
患
者
等
に
関
わ

る
者
が
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。 

さ
ら
に
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
は

、
肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
を
前
提
に
、
感
染
症
患
者
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
の
歴
史
も
踏
ま
え
、
肝
炎
患
者
等
の
人
権
を
尊
重
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
べ
き
か
を
考
え
、
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
肝
炎
患
者
等
の
人
権
尊
重
に
つ
い
て
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

感
染
症
患
者
全
体
の
偏
見
や
差
別
の
解
消
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
は

、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
教
育
関
係
者
及
び
患

さ
ら
に
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
不
当
な
差
別
を
解
消
し
、
ま
た
、
感

染
経
路
に
つ
い
て
の
知
識
不
足
に
よ
る
新
た
な
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

も
、
肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
し
、
こ
れ
に
よ
り
肝
炎
患
者

等
に
関
わ
る
者
が
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。 
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者
団
体
等
の
様
々
な
関
係
者
と
連
携
し
、
そ
の
方
策
の
検
討
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。 

⑹ 

（
略
） 

⑹ 

（
略
） 

第
二 
肝
炎
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項 

第
二 

肝
炎
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項 

⑴ 
今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

感
染
経
路
に
つ
い
て
の
知
識
不
足
に
よ
る
新
た
な
感
染
を
予
防
す
る
た

め
、
全
て
の
国
民
に
対
し
て
肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

感
染
経
路
に
つ
い
て
の
知
識
不
足
に
よ
る
新
た
な
感
染
を
予
防
す
る
た

め
、
全
て
の
国
民
に
対
し
て
肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
妊
婦
に
対
す
る
Ｂ
型
肝
炎

抗
原
検
査
を
妊
婦
健
康
診
査
の
標
準
的
な
検
査
項
目
と
し
て
示
す
ほ
か
、

各
医
療
機
関
に
お
い
て
、
当
該
検
査
の
結
果
が
陽
性
で
あ
っ
た
妊
婦
か
ら

出
生
し
た
乳
児
に
対
す
る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
の
適
切
な
対
応

が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
を
求
め
る
等
の
Ｂ
型
肝
炎
母
子
感
染
予
防
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続

き
こ
の
取
組
を
進
め
る
。 

ま
た
、
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
妊
婦
に
対
す
る
Ｂ
型
肝
炎

抗
原
検
査
を
妊
婦
健
康
診
査
の
標
準
的
な
検
査
項
目
と
し
て
示
す
ほ
か
、

各
医
療
機
関
に
お
い
て
、
当
該
検
査
の
結
果
が
陽
性
で
あ
っ
た
妊
婦
か
ら

出
生
し
た
乳
児
に
対
す
る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
の
適
切
な
対
応

が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
を
求
め
る
等
の
Ｂ
型
肝
炎
母
子
感
染
予
防
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続

き
こ
の
取
組
を
進
め
る
。 

さ
ら
に
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
予
防
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
平
感
染
防
止
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
引
き
続

き
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
推
進
し
て
い
く
。
Ｃ
型
肝
炎
に
つ

い
て
は
、
ウ
イ
ル
ス
排
除
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
次
感
染
予
防

の
観
点
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
治
療
等
の
推
進
に
取
り
組
む

。 

さ
ら
に
、
Ｂ
型
肝
炎
の
感
染
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
予
防
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
水
平
感
染
防
止
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
を
推
進
し
て
い
く
。 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

ア 

国
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
新
た
な
感
染
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
日
常
生
活
上
の
感
染
予
防
の
留
意
点
を
取
り
ま
と
め
た

啓
発
用
の
資
材
や
、
高
齢
者
施
設
及
び
保
育
施
設
に
お
け
る
感
染
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

、
普
及
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
が
よ
り
一
層
活
用
さ
れ
る

よ
う
な
方
策
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
医
療
機
関
に
対
し
て
、
標
準
的
な

感
染
予
防
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
周
知
を
行
う
。 

ア 

国
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
新
た
な
感
染
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
日
常
生
活
上
の
感
染
予
防
の
留
意
点
を
取
り
ま
と
め
た

啓
発
用
の
資
材
や
、
高
齢
者
施
設
及
び
保
育
施
設
に
お
け
る
感
染
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

、
普
及
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
が
よ
り
一
層
活
用
さ
れ
る

よ
う
な
方
策
を
検
討
す
る
。 

イ 

国
は
、
ピ
ア
ス
の
穴
あ
け
及
び
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ト
メ
イ
ク
等
血
液
の

付
着
す
る
器
具
の
共
有
を
伴
う
行
為
や
性
行
為
等
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

イ 

国
は
、
ピ
ア
ス
の
穴
あ
け
等
血
液
の
付
着
す
る
器
具
の
共
有
を
伴
う

行
為
や
性
行
為
等
、
感
染
の
危
険
性
の
あ
る
行
為
に
興
味
を
抱
く
年
代
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感
染
の
危
険
性
の
あ
る
行
為
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
の
普
及
啓
発
を
幅
広
く
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
方
策
に

つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
教
育
関
係
者
、
患
者
団
体
等
の
様
々

な
関
係
者
と
連
携
し
検
討
を
進
め
る
。 

に
対
し
て
、
肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の

普
及
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
、
地
方
公

共
団
体
、
学
校
教
育
関
係
者
、
患
者
団
体
等
の
様
々
な
関
係
者
と
連
携

し
検
討
を
進
め
る
。 

ウ
・
エ 

（
略
） 

ウ
・
エ 

（
略
） 

オ 
国
は
、
地
方
公
共
団
体
と
協
力
し
て
、
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
治
療
等
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。 

（
新
設
） 

第
三 

肝
炎
検
査
の
実
施
体
制
及
び
検
査
能
力
の
向
上
に
関
す
る
事
項 

第
三 

肝
炎
検
査
の
実
施
体
制
及
び
検
査
能
力
の
向
上
に
関
す
る
事
項 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
本
人
が
把
握
す
る
た
め
の
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
者
や
事
業
主
等
の
多
様
な
実
施
主
体
に

お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
検
査
結
果
の
取
扱
い
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
匿
名
で
実
施
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ

る
。 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
本
人
が
把
握
す
る
た
め
の
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
者
や
事
業
主
等
の
多
様
な
実
施
主
体
に

お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
匿
名
で

実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
当
該
検
査
の
受
検
状
況
の

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
の
整
備
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
係
る
普
及
啓
発

を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
施
策
を
行
う
上
で
の
指
標
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
で
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
者
数

等
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
等
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
及
び

研
究
が
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
の
整
備
及
び
普
及
啓
発
を

効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
施
策
を
行
う
上
で
の
指
標
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
で
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
者
数
等

の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
及
び
研
究

が
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
未
受
検
者
や
、
受
検
し
て
い
る
が
検
査

結
果
を
正
し
く
認
識
し
て
い
な
い
者
等
、
感
染
の
事
実
を
認
識
し
て
い
な

い
肝
炎
患
者
等
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
感

染
経
路
は
様
々
で
あ
り
、
本
人
の
自
覚
な
し
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
い

、
全
て
の
国
民
が
少
な
く
と
も
一
回
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
。 

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
未
受
検
者
や
、
受
検
し
て
い
る
が
検
査

結
果
を
正
し
く
認
識
し
て
い
な
い
者
等
、
感
染
の
事
実
を
認
識
し
て
い
な

い
肝
炎
患
者
等
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
感

染
経
路
は
様
々
で
あ
り
、
本
人
の
自
覚
な
し
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
い

、
全
て
の
国
民
が
少
な
く
と
も
一
回
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
。 

ま
た
、
研
究
の
成
果
も
踏
ま
え
、
受
検
者
の
利
便
性
及
び
職
域
等
に
お

け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
で
き
る
体

制
の
整
備
等
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、
施
策
の
効
果
を
検
証
す
る

ま
た
、
研
究
の
成
果
も
踏
ま
え
、
受
検
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
て
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
で
き
る
体
制
の
整
備
等
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と

も
に
、
施
策
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
研
究
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
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た
め
の
研
究
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

。 

ま
た
、
受
検
率
の
向
上
に
当
た
っ
て
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
等
を
勧

め
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
各
都
道
府
県
の

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
未
受

検
者
に
対
す
る
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
受
検
勧
奨
等

、
現
場
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
受
検
率
の
向
上
に
当
た
っ
て
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
等
を
勧

め
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
Ｉ
Ｔ
の
活
用
等
、
現
場
の
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
受
検
者
各
自
が
正

し
く
認
識
で
き
る
よ
う
、
肝
炎
の
病
態
等
に
係
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
肝
炎
医
療
に
携
わ
る
者
に
対
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
関
す
る

最
新
の
知
見
に
つ
い
て
の
研
修
や
情
報
提
供
を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る

。 

さ
ら
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
受
検
者
各
自
が
正

し
く
認
識
で
き
る
よ
う
、
肝
炎
の
病
態
等
に
係
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
肝
炎
医
療
に
携
わ
る
者
に
対
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
関
す
る

最
新
の
知
見
に
つ
い
て
の
研
修
や
情
報
提
供
を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る

。 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

ア
・
イ 

（
略
） 

ア
・
イ 

（
略
） 

ウ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
協
力
し
て
、
特
に
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
の
未
受
検
者
に
対
し
て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
関
す
る
効
果
的

な
広
報
に
取
り
組
む
。
あ
わ
せ
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
に
つ

い
て
、
職
域
に
お
い
て
健
康
管
理
に
携
わ
る
者
や
、
医
療
保
険
者
、
事

業
主
等
の
関
係
者
を
通
じ
、
職
域
に
お
い
て
受
検
勧
奨
が
行
わ
れ
る
よ

う
な
取
組
を
図
る
。 

ウ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
協
力
し
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
に
関
す
る
効
果
的
な
広
報
に
取
り
組
む
。
あ
わ
せ
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
の
受
検
に
つ
い
て
、
職
域
に
お
い
て
健
康
管
理
に
携
わ
る
者
や

、
医
療
保
険
者
、
事
業
主
等
の
関
係
者
を
通
じ
、
職
域
に
お
い
て
受
検

勧
奨
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
取
組
を
図
る
。 

エ
・
オ 

（
略
） 

エ
・
オ 

（
略
） 

カ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
及
び
拠
点
病
院
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
医
療
機
関
に
対
し
、
そ
の
規
模
を
問
わ
ず
、
手
術

前
等
に
行
わ
れ
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
例
え
ば
電

子
カ
ル
テ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
等
に
よ
り
、
受
検
者
に
適
切

に
説
明
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
。
医
療
機
関
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

の
結
果
に
つ
い
て
確
実
に
説
明
を
行
い
、
受
診
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り

組
む
。 

カ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
及
び
拠
点
病
院
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
医
療
機
関
に
対
し
、
手
術
前
等
に
行
わ
れ
る
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
例
え
ば
電
子
カ
ル
テ
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
を
利
用
す
る
等
に
よ
り
、
受
検
者
に
適
切
に
説
明
を
行
う
よ
う
依

頼
す
る
。
医
療
機
関
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
確
実

に
説
明
を
行
い
、
受
診
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組
む
。 

キ 

（
略
） 

キ 
（
略
） 

第
四 

肝
炎
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項 

第
四 

肝
炎
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
、
診
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
者
が
医
療

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
、
診
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
者
が
医
療
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機
関
で
受
診
し
な
い
、
ま
た
、
た
と
え
医
療
機
関
で
受
診
し
て
も
、
必
ず

し
も
適
切
な
肝
炎
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
陽
性
者
や
肝
炎
患
者
等
が
適
切
な
医

療
を
受
け
る
た
め
に
は
、
陽
性
者
及
び
肝
炎
患
者
等
自
身
が
診
療
に
つ
い

て
の
一
般
的
な
知
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

機
関
で
受
診
し
な
い
、
ま
た
、
た
と
え
医
療
機
関
で
受
診
し
て
も
、
必
ず

し
も
適
切
な
肝
炎
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
全
て
の
肝
炎
患
者
等
が
継
続
的
か
つ
適
切
な
肝
炎
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
が
示
す
地
域
の
肝
疾
患
連
携
体
制
の
あ
り
方
に
基

づ
き
、
拠
点
病
院
は
、
専
門
医
療
機
関
及
び
か
か
り
つ
け
医
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
で
の
肝
炎
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
拠
点
病
院
等
の
支
援
を
行
う
た
め
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
肝
炎
医
療
に
携
わ
る
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
や
情
報
提
供
、
相

談
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
調
査
や
提
言
等
を
行
う
。 

こ
の
た
め
、
全
て
の
肝
炎
患
者
等
が
継
続
的
か
つ
適
切
な
肝
炎
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
が
示
す
地
域
の
肝
疾
患
連
携
体
制
の
あ
り
方
に
基

づ
き
、
拠
点
病
院
は
、
専
門
医
療
機
関
及
び
か
か
り
つ
け
医
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
で
の
肝
炎
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
拠
点
病
院
等
の
支
援
を
行
う
た
め
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
肝
炎
医
療
に
携
わ
る
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
や
情
報
提
供
、
相

談
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
調
査
や
提
言
等
を
行
う
。 

ま
た
、
都
道
府
県
は
、
そ
の
区
域
内
の
市
区
町
村
と
適
切
な
情
報
交
換

を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
機
関
及
び
保
険
者
等
の
地
域
や
職
域
に
お
い
て

健
康
管
理
に
携
わ
る
者
を
含
め
た
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
肝
炎
患

者
等
に
対
す
る
受
診
勧
奨
及
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
炎
患
者
等
の
適
切
な
医

療
機
関
へ
の
受
診
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。 

あ
わ
せ
て
、
国
は
、
都
道
府
県
と
市
区
町
村
間
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事

業
に
お
け
る
情
報
共
有
の
実
態
を
調
査
し
つ
つ
、
そ
の
好
事
例
を
展
開
す

る
等
の
施
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
精
密
検
査
の
受
診
率
の
把
握
に
も

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
受
検
、
受
診
、
受
療
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

全
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
網
羅
的
な
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難

で
は
あ
る
も
の
の
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
と
の
連
携
を
深
め
、
引
き
続

き
把
握
に
取
り
組
む
。 

ま
た
、
地
域
や
職
域
に
お
い
て
健
康
管
理
に
携
わ
る
者
を
含
め
た
関
係

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
受
診
勧
奨
及
び
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
肝
炎
患
者
等
の
適
切
な
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
精
密
検
査
の
受
診
率
の
把
握
に
も
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら

ず
適
切
な
肝
炎
医
療
を
等
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
肝
疾
患
診
療
体
制

の
確
保
を
目
指
し
、
都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ
て
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

。
ま
た
、
そ
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、
効
果
的
で
あ
る
か
適
宜
検
証
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら

ず
適
切
な
肝
炎
医
療
を
等
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
肝
疾
患
診
療
体
制

の
確
保
を
目
指
し
、
都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ
て
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

。
ま
た
、
そ
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、
効
果
的
で
あ
る
か
適
宜
検
証
を
行

い
な
が
ら
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。 
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ま
た
、
心
身
等
へ
の
負
担
が
よ
り
少
な
い
治
療
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

や
、
「
事
業
場
に
お
け
る
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
等
を
踏
ま
え
、
肝
炎
患
者
等
が
、
働
き
な
が
ら
継
続
的
に
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
主
、
職
域
に
お
い
て
健
康
管
理
に
携

わ
る
者
及
び
労
働
組
合
を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
関
係
者
の
理
解
及
び
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
就
労
支
援
に

関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
肝
炎
患
者
の
就
労
に
関
す
る
総
合
支
援
モ
デ
ル

事
業
の
成
果
も
活
か
し
つ
つ
、
そ
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
心
身
等
へ
の
負
担
が
よ
り
少
な
い
治
療
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

や
、
「
事
業
場
に
お
け
る
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
等
を
踏
ま
え
、
肝
炎
患
者
等
が
、
働
き
な
が
ら
継
続
的
に
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
主
、
職
域
に
お
い
て
健
康
管
理

に
携
わ
る
者
及
び
労
働
組
合
を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
関
係
者
の
理
解
及

び
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
就
労
支

援
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
肝
炎
患
者
の
就
労
に
関
す
る
総
合
支
援
モ

デ
ル
事
業
の
成
果
も
活
か
し
つ
つ
、
そ
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
の
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法

に
係
る
肝
炎
医
療
費
助
成
の
実
施
、
重
症
化
予
防
の
た
め
の
定
期
検
査
費

用
助
成
の
実
施
、
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
治
療
研
究
促
進
事
業
の
実
施
、

肝
炎
医
療
に
係
る
諸
制
度
の
周
知
及
び
新
た
な
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
関
す

る
情
報
を
全
国
に
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
炎
の
早
期
か
つ
適

切
な
治
療
を
推
進
す
る
。 

ま
た
、
肝
炎
患
者
等
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
の
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法

に
係
る
肝
炎
医
療
費
助
成
の
実
施
、
重
症
化
予
防
の
た
め
の
定
期
検
査
費

用
助
成
の
実
施
、
肝
炎
医
療
に
係
る
諸
制
度
の
周
知
及
び
新
た
な
抗
ウ
イ

ル
ス
療
法
に
関
す
る
情
報
を
全
国
に
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肝

炎
の
早
期
か
つ
適
切
な
治
療
を
推
進
す
る
。 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

ア 

国
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
機
関
等
は
、
肝

炎
患
者
等
が
個
々
の
病
態
に
応
じ
た
適
切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
肝
炎
患
者
等
自
身
が
診
療
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
得
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
む
。
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
や
受
診
勧
奨
等
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
地
域
や
職
域
に
お
い
て
中

心
と
な
っ
て
活
動
で
き
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
と
活

躍
を
推
進
す
る
。 

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
及
び
拠
点
病
院
は
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し

て
、
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
可
能
な
限
り
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
際
、
国
は
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
も

に
、
研
究
の
成
果
等
を
踏
ま
え
た
必
要
な
技
術
的
支
援
等
を
実
施
す
る

。 
ア 

国
は
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し
て
、
肝
炎
患
者
等

が
個
々
の
病
態
に
応
じ
た
適
切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
受
診
勧
奨
等
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
や
職
域
に
お
い
て
中
心
と
な
っ
て
活
動
で
き
る
肝
炎

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
を
推
進
す
る
。
こ
の
際
、
国
は
、
肝

炎
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
研
究
の
成
果
等
を
踏
ま
え
た
必
要
な
技

術
的
支
援
等
を
実
施
す
る
。 

ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
肝
炎
に
対
す
る
情
報
提
供
や
、
拠
点
病
院

、
専
門
医
療
機
関
及
び
か
か
り
つ
け
医
の
連
携
等
に
資
す
る
た
め
、
例

え
ば
肝
炎
の
病
態
、
治
療
方
法
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
制
度
等
の
情
報

を
取
り
ま
と
め
た
手
帳
等
の
作
成
、
配
布
及
び
活
用
の
促
進
等
を
行
う

ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
肝
炎
に
対
す
る
情
報
提
供
や
、
拠
点
病
院

、
専
門
医
療
機
関
及
び
か
か
り
つ
け
医
の
連
携
等
に
資
す
る
た
め
、
例

え
ば
肝
炎
の
病
態
、
治
療
方
法
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
制
度
等
の
情
報

を
取
り
ま
と
め
た
手
帳
等
の
作
成
、
配
布
及
び
活
用
の
促
進
等
を
行
う
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。
専
門
医
療
機
関
は
、
提
供
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
適
切
な
肝
炎
医

療
の
提
供
に
取
り
組
む
。
国
は
、
各
都
道
府
県
等
の
取
組
を
情
報
収
集

し
、
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
等
、
こ
う
し
た
都
道
府
県
等
の
取
組
を

支
援
す
る
。 

。
国
は
、
各
都
道
府
県
等
の
取
組
を
情
報
収
集
し
、
必
要
な
情
報
提
供

を
行
う
等
、
こ
う
し
た
都
道
府
県
等
の
取
組
を
支
援
す
る
。 

イ
・
ウ 

（
略
） 

イ
・
ウ 

（
略
） 

エ 
都
道
府
県
は
、
地
域
の
肝
炎
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
、
医
療

関
係
者
、
肝
炎
患
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
で
協
議
を
行
う
場
を
設
け
る

と
と
も
に
、
そ
の
適
切
な
実
施
及
び
運
営
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。
ま
た
、
拠
点
病
院
は
、
拠
点
病
院
等
連
絡
協
議
会
等
で
患
者
の
意
見

を
聴
取
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
等
、
患
者
の
意
見
を
把
握
す
る
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
対
応
を
行
う
。 

エ 

都
道
府
県
は
、
地
域
の
肝
炎
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
、
医
療

関
係
者
、
肝
炎
患
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
で
協
議
を
行
う
場
を
設
け
る

と
と
も
に
、
そ
の
適
切
な
実
施
及
び
運
営
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。 

オ
～
キ 

（
略
） 

オ
～
キ 

（
略
） 

ク 

国
は
、
肝
炎
へ
の
理
解
を
図
る
た
め
の
知
識
や
取
組
事
例
等
を
踏
ま

え
た
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
望
ま
し
い
配
慮
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
事

業
主
等
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
啓
発
す
る
た
め
の
検
討
を
引
き
続
き

行
う
。
国
は
、
そ
の
成
果
を
活
用
し
、
地
方
公
共
団
体
及
び
拠
点
病
院

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
主
等
へ
普
及
啓
発
を
行
う
。 

ク 

国
は
、
肝
炎
へ
の
理
解
を
図
る
た
め
の
知
識
や
取
組
事
例
等
を
踏
ま

え
た
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
望
ま
し
い
配
慮
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
事

業
主
等
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
啓
発
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
。
国

は
、
そ
の
成
果
を
活
用
し
、
地
方
公
共
団
体
及
び
拠
点
病
院
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
事
業
主
等
へ
普
及
啓
発
を
行
う
。 

ケ 

（
略
） 

ケ 

（
略
） 

コ 

国
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
対
す
る
肝
炎
医
療
費
助
成
、
肝
が
ん
・

重
度
肝
硬
変
治
療
研
究
促
進
事
業
、
初
回
精
密
検
査
・
定
期
検
査
費
用

助
成
、
高
額
療
養
費
制
度
等
の
肝
炎
医
療
に
関
す
る
制
度
を
は
じ
め
、

傷
病
手
当
金
、
障
害
年
金
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
肝
炎
患
者
等
に
関

係
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
、
地
方
公
共
団
体
、
拠

点
病
院
の
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
等
を
通
じ
て
肝
炎
患
者
等
に
対
し
て

必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
利
用
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
よ
り
効
果
的
な
周
知
の
方
策
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
を
行
う
。 

コ 

国
は
、
肝
炎
医
療
費
助
成
、
定
期
検
査
費
用
助
成
、
高
額
療
養
費
制

度
等
の
肝
炎
医
療
に
関
す
る
制
度
を
は
じ
め
、
傷
病
手
当
金
、
障
害
年

金
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
肝
炎
患
者
等
に
関
係
す
る
制
度
に
つ
い
て

、
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
、
地
方
公
共
団
体
、
拠
点
病
院
の
肝
疾
患
相
談

セ
ン
タ
ー
等
を
通
じ
て
肝
炎
患
者
等
に
対
し
て
必
要
な
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。 

サ 

（
略
） 

サ 
（
略
） 

シ 

肝
炎
患
者
等
へ
の
相
談
対
応
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
及
び
拠
点
病
院

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
必
要
な
取
組
を
検
討
し

、
適
切
な
相
談
体
制
の
整
備
を
図
る
。 

シ 

肝
炎
患
者
等
へ
の
相
談
対
応
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
及
び
拠
点
病
院

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
適
切
な
体
制
を
整
備
す
る
。 
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第
五 

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
に
関
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
事
項 

⑴ 

（
略
） 

第
五 

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
に
関
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
事
項 

⑴ 

（
略
） 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

ア 

国
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
新
た
な
感
染
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
日
常
生
活
上
の
感
染
予
防
の
留
意
点
を
取
り
ま
と
め
た

啓
発
用
の
資
材
や
、
高
齢
者
施
設
及
び
保
育
施
設
に
お
け
る
感
染
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

、
普
及
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
が
よ
り
一
層
活
用
さ
れ
る

よ
う
な
方
策
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
肝
炎
患
者
等
が
適
切
な
環
境
で
適

切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
機
関
に
対
し
て
標
準
的
な
感
染

予
防
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
周
知
を
行
う
。 

ア 

国
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
新
た
な
感
染
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
日
常
生
活
上
の
感
染
予
防
の
留
意
点
を
取
り
ま
と
め
た

啓
発
用
の
資
材
や
、
高
齢
者
施
設
及
び
保
育
施
設
に
お
け
る
感
染
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

、
普
及
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
が
よ
り
一
層
活
用
さ
れ
る

よ
う
な
方
策
を
検
討
す
る
。 

イ 

地
方
公
共
団
体
は
、
国
、
拠
点
病
院
等
と
連
携
し
て
、
地
域
や
職
域

に
お
い
て
肝
炎
の
普
及
啓
発
、
受
検
勧
奨
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
の
支
援
を
進
め
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等
の
人
材
の
育
成
と
活
躍
の
推
進
に
取
り
組
む
。
こ
の
際
、
肝
炎
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
基
本
的
な
役
割
や
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
、
国

が
示
す
考
え
方
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
等
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
明
確
に

し
た
上
で
育
成
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団

体
は
、
国
、
拠
点
病
院
等
と
連
携
し
て
、
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
育
成
後
も
そ
の
活
動
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
間
の
情
報
共
有
や
連
携
が
し
や
す
い
環
境
の
整

備
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

イ 

地
方
公
共
団
体
は
、
国
、
拠
点
病
院
等
と
連
携
し
て
、
地
域
や
職
域

に
お
い
て
肝
炎
の
普
及
啓
発
、
受
検
勧
奨
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
の
支
援
を
進
め
る
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等
の
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。
こ
の
際
、
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
基
本
的
な
役
割
や
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
、
国
が
示
す
考
え
方

を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
等
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
明
確
に
し
た
上
で
育
成

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

ウ
・
エ 

（
略
） 

ウ
・
エ 

（
略
） 

第
六 

肝
炎
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項 
第
六 

肝
炎
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 
⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

肝
炎
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
肝
炎
対
策
に
適
切
に
反

映
す
る
た
め
、
研
究
実
績
を
総
合
的
に
評
価
、
検
証
す
る
と
と
も
に
、
今

後
、
受
検
、
受
診
及
び
受
療
の
促
進
等
に
つ
い
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

及
び
肝
炎
医
療
の
均
て
ん
化
の
観
点
も
踏
ま
え
た
行
政
的
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
必
要
な
研
究
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

肝
炎
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
肝
炎
対
策
に
適
切
に
反

映
す
る
た
め
、
研
究
実
績
を
総
合
的
に
評
価
、
検
証
す
る
と
と
も
に
、
今

後
、
行
政
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
研
究
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
「
肝
炎
研
究
推
進
戦
略
」
に
基
づ
き
、
特
に
、
Ｂ
型
肝
炎
や
肝

ま
た
、
「
肝
炎
研
究
十
カ
年
戦
略
」
に
基
づ
き
、
特
に
、
Ｂ
型
肝
炎
や
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硬
変
に
対
す
る
医
薬
品
や
治
療
法
の
開
発
、
Ｃ
型
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
排
除

後
の
病
態
や
診
療
の
あ
り
方
等
、
肝
炎
医
療
の
進
捗
を
踏
ま
え
た
研
究
内

容
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開

発
機
構
（
以
下
「
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
」
と
い
う
。
）
と
協
力
し
な
が
ら
、
研
究
実

績
を
総
合
的
に
評
価
及
び
検
証
す
る
。 

肝
硬
変
に
対
す
る
医
薬
品
や
治
療
法
の
開
発
等
、
肝
炎
医
療
の
進
捗
を
踏

ま
え
た
研
究
内
容
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日

本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
以
下
「
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
」
と
い
う
。
）
と
協
力
し
な

が
ら
、
研
究
実
績
を
総
合
的
に
評
価
及
び
検
証
す
る
。 

ま
た
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
肝
炎
研

究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
肝
炎
研
究
を
担
う
若
手
研
究
者
の
育

成
を
行
い
、
肝
炎
研
究
の
人
的
基
盤
の
拡
大
を
目
指
す
。 

ま
た
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
肝
炎
研

究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
肝
炎
研
究
を
担
う
若
手
研
究
者
の
育

成
を
行
い
、
肝
炎
研
究
の
人
的
基
盤
の
拡
大
を
目
指
す
。 

さ
ら
に
、
肝
炎
研
究
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
必

要
に
応
じ
て
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
研
究
成
果
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
偏

見
や
差
別
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

さ
ら
に
、
肝
炎
研
究
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
必

要
に
応
じ
て
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
研
究
成
果
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
差

別
や
偏
見
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

ア 

国
は
、
Ｂ
型
肝
炎
の
創
薬
実
用
化
研
究
を
盛
り
込
ん
だ
「
肝
炎
研
究

推
進
戦
略
」
に
基
づ
く
肝
炎
研
究
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

研
究
成
果
に
つ
い
て
評
価
及
び
検
証
を
行
い
、
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会

に
報
告
す
る
。 

ア 

国
は
、
Ｂ
型
肝
炎
の
創
薬
実
用
化
研
究
を
盛
り
込
ん
だ
「
肝
炎
研
究

十
カ
年
戦
略
」
に
基
づ
く
肝
炎
研
究
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
研
究
成
果
に
つ
い
て
評
価
及
び
検
証
を
行
い
、
肝
炎
対
策
推
進
協
議

会
に
報
告
す
る
。 

イ 

（
略
） 

イ 

（
略
） 

ウ 

国
は
、
肝
炎
対
策
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
へ
の
新
た
な
感
染
の
発
生
防
止
に
資
す
る
研
究
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
受
検
促
進
及
び
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
る
者
へ
の
効
率
的
な
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
に
関
す
る
研
究
、
医
療
機
関
に
お
い
て
行
わ
れ
る
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
の
結
果
の
説
明
及
び
情
報
提
供
の
確
実
な
実
施
に
関
す
る
研

究
、
地
域
に
お
け
る
病
診
連
携
の
推
進
に
資
す
る
研
究
、
職
域
に
お
け

る
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
望
ま
し
い
配
慮
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
等
の
病
態
別
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
研
究
、
肝

炎
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
並
び
に
そ
の
被
害
の
防
止
に
資
す
る

研
究
、
地
域
や
職
域
等
で
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
や
検
査
後
の
受
診
状

況
等
の
実
態
把
握
と
今
後
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
、
肝
炎
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
方
法
に
関
す
る
研
究
及
び
肝
炎
対
策

の
効
果
検
証
に
資
す
る
指
標
に
関
す
る
研
究
等
の
行
政
的
な
課
題
を
解

ウ 

国
は
、
肝
炎
対
策
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
へ
の
新
た
な
感
染
の
発
生
防
止
に
資
す
る
研
究
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
受
検
促
進
及
び
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
る
者
へ
の
効
率
的
な
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
に
関
す
る
研
究
、
医
療
機
関
に
お
い
て
行
わ
れ
る
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
の
結
果
の
説
明
及
び
情
報
提
供
の
確
実
な
実
施
に
関
す
る
研

究
、
地
域
に
お
け
る
病
診
連
携
の
推
進
に
資
す
る
研
究
、
職
域
に
お
け

る
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
望
ま
し
い
配
慮
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
等
の
病
態
別
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
研
究
、
肝

炎
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
並
び
に
そ
の
被
害
の
防
止
に
資
す
る

研
究
等
の
行
政
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
研
究
を
「
肝
炎
研
究
十

カ
年
戦
略
」
に
位
置
付
け
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
実
施
す
る
。 
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決
す
る
た
め
の
研
究
を
「
肝
炎
研
究
推
進
戦
略
」
に
位
置
付
け
、
こ
れ

ら
の
研
究
を
実
施
す
る
。 

エ 

（
略
） 

エ 

（
略
） 

第
七 
肝
炎
医
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
研
究
開
発
の
推
進
に
関
す
る
事
項 

第
七 

肝
炎
医
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
研
究
開
発
の
推
進
に
関
す
る
事
項 

⑴ 
今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

肝
炎
治
療
に
係
る
最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
、
特
に
Ｂ
型
肝
炎
、
肝
硬
変

及
び
肝
が
ん
を
含
む
が
ん
の
治
療
に
係
る
医
薬
品
の
開
発
等
に
係
る
研
究

が
促
進
さ
れ
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規
定

に
基
づ
く
製
造
販
売
の
承
認
が
早
期
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
治
験
及
び
臨
床

研
究
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
肝
炎
医
療
の
た
め
の
医
薬
品
を
含
め
た
、

特
に
医
療
上
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
が
速
や
か
に
医
療
現

場
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
、
審
査
の
迅
速
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。 

肝
炎
治
療
に
係
る
最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
、
特
に
Ｂ
型
肝
炎
、
肝
硬
変

の
治
療
に
係
る
医
薬
品
の
開
発
等
に
係
る
研
究
が
促
進
さ
れ
、
医
薬
品
、

医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
製
造
販
売
の
承

認
が
早
期
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
治
験
及
び
臨
床
研
究
を
推
進
す
る
。
さ
ら

に
、
肝
炎
医
療
の
た
め
の
医
薬
品
を
含
め
た
、
特
に
医
療
上
必
要
性
が
高

い
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
が
速
や
か
に
医
療
現
場
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
、

審
査
の
迅
速
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。 

⑵ 

（
略
） 

⑵ 

（
略
） 

第
八 

肝
炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
並
び
に
肝
炎
患
者
等
の
人
権
の

尊
重
に
関
す
る
事
項 

第
八 

肝
炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
並
び
に
肝
炎
患
者
等
の
人
権
の

尊
重
に
関
す
る
事
項 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

⑴ 

今
後
の
取
組
の
方
針
に
つ
い
て 

肝
炎
に
係
る
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
国
民
に
十
分
に
浸
透

し
た
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
特
定
の
血

液
凝
固
因
子
製
剤
や
集
団
予
防
接
種
に
よ
り
感
染
が
拡
大
し
た
経
緯
も
踏

ま
え
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
を
勧
奨
し
、
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
新
た
な
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
全
て
の
国
民
に
対
し
て
、
肝
炎

の
予
防
、
病
態
及
び
治
療
に
係
る
正
し
い
理
解
が
進
む
よ
う
普
及
啓
発
及

び
情
報
提
供
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

肝
炎
に
係
る
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
国
民
に
十
分
に
浸
透

し
た
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
特
定
の
血

液
凝
固
因
子
製
剤
や
集
団
予
防
接
種
に
よ
り
感
染
が
拡
大
し
た
経
緯
も
踏

ま
え
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
を
勧
奨
し
、
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
新
た
な
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
全
て
の
国
民
に
対
し
て
、
肝
炎

の
予
防
、
病
態
及
び
治
療
に
係
る
正
し
い
理
解
が
進
む
よ
う
普
及
啓
発
及

び
情
報
提
供
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
早
期
に
適
切
な
治
療
を
促
す
た
め
、
肝
炎
患
者
等
が
肝
炎
の
病

態
及
び
治
療
に
係
る
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
普
及
啓

発
及
び
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等
の
人
権
を

守
る
た
め
、
肝
炎
患
者
等
が
不
当
な
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
社
会
に

お
い
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
肝
炎
患
者
等
と
そ

の
家
族
等
、
医
療
従
事
者
、
事
業
主
等
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
た
全
て

ま
た
、
早
期
に
適
切
な
治
療
を
促
す
た
め
、
肝
炎
患
者
等
が
肝
炎
の
病

態
及
び
治
療
に
係
る
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
普
及
啓

発
及
び
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等
の
人
権
を

守
る
た
め
、
肝
炎
患
者
等
が
不
当
な
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
社
会
に

お
い
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
肝
炎
患
者
等
と
そ

の
家
族
等
、
医
療
従
事
者
、
事
業
主
等
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
た
全
て
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の
国
民
が
、
肝
炎
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
た
め
の
普
及
啓
発
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

の
国
民
が
、
肝
炎
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
た
め
の
普
及
啓
発
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

そ
の
際
、
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
三

年
四
月
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

治
療
及
び
予
防
と
い
っ
た
医
学
的
な
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
患
者
、
元
患
者
や
家
族
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
意
識
の
解
消
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
配
慮
も
欠
か
せ
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
十
分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

⑵ 

今
後
取
組
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て 

ア 

（
略
） 

ア 

（
略
） 

イ 

国
は
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
国
民

が
肝
炎
に
係
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
患
者
家

族
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
解
消
に
資
す
る
よ
う
、
一
層
強
力
に
普

及
啓
発
を
行
う
。 

イ 

国
は
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
国
民

が
肝
炎
に
係
る
正
し
い
知
識
を
持
つ
よ
う
、
一
層
強
力
に
普
及
啓
発
を

行
う
。 

ウ 

（
略
） 

ウ 

（
略
） 

エ 

国
は
、
ピ
ア
ス
の
穴
あ
け
及
び
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ト
メ
イ
ク
等
血
液
の

付
着
す
る
器
具
の
共
有
を
伴
う
行
為
や
性
行
為
等
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
の
危
険
性
の
あ
る
行
為
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
の
普
及
啓
発
を
幅
広
く
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
方
策
に

つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
教
育
関
係
者
、
患
者
団
体
等
の
様
々

な
関
係
者
と
連
携
し
検
討
を
進
め
る
。 

エ 

国
は
、
ピ
ア
ス
の
穴
あ
け
等
血
液
の
付
着
す
る
器
具
の
共
有
を
伴
う

行
為
や
性
行
為
等
、
感
染
の
危
険
性
の
あ
る
行
為
に
興
味
を
抱
く
年
代

に
対
し
て
、
肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の

普
及
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
、
地
方
公

共
団
体
、
学
校
教
育
関
係
者
、
患
者
団
体
等
の
様
々
な
関
係
者
と
連
携

し
検
討
を
進
め
る
。 

オ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
等
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
う
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
、
拠
点
病
院
等
と
連
携
し
、

医
療
保
険
者
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
団
体
、
職
域
に
お
い
て

健
康
管
理
に
携
わ
る
者
の
団
体
、
事
業
主
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
誰

も
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
肝
炎
検
査
と

早
期
の
受
診
・
受
療
の
必
要
性
等
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
が
存
在
す
る
こ
と
等
の
観
点
も
含
め
、
肝
炎
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
取
組
を
行
う
。 

オ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
等
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
う
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
、
拠
点
病
院
等
と
連
携
し
、

医
療
保
険
者
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
団
体
、
職
域
に
お
い
て

健
康
管
理
に
携
わ
る
者
の
団
体
、
事
業
主
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
誰

も
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
肝
炎
検
査
と

早
期
受
診
の
必
要
性
等
、
肝
炎
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
取
組
を
行
う
。 

カ
・
キ 

（
略
） 

カ
・
キ 
（
略
） 

ク 

肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
適
切
な
相
談
支
援
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県

ク 

肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
適
切
な
相
談
支
援
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
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及
び
拠
点
病
院
は
、
相
互
に
連
携
の
上
、
市
区
町
村
、
医
療
機
関
等
の

関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
拠
点
病
院
の
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
も

含
め
た
窓
口
の
設
置
状
況
等
の
周
知
を
図
る
。 

及
び
拠
点
病
院
は
、
相
互
に
連
携
の
上
、
市
町
村
、
医
療
機
関
等
の
関

係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
拠
点
病
院
の
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
も
含

め
た
窓
口
の
設
置
状
況
等
の
周
知
を
図
る
。 

ケ 

（
略
） 

ケ 

（
略
） 

コ 
国
は
、
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
患
者
家
族

等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体
、
学

校
教
育
関
係
者
、
患
者
団
体
等
の
様
々
な
関
係
者
と
連
携
し
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
を
基
に
、
肝
炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
並
び

に
肝
炎
患
者
等
の
人
権
の
尊
重
に
係
る
推
進
の
方
策
を
検
討
し
、
こ
れ

ら
の
取
組
を
進
め
る
。 

コ 

国
は
、
肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
被
害
の
防
止
に
向
け

、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
元
に
、
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
、
取
組

を
進
め
る
。 

サ 

（
略
） 

サ 

（
略
） 

第
九 

そ
の
他
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項 

第
九 

そ
の
他
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項 

⑴ 

（
略
） 

⑴ 

（
略
） 

⑵ 

肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
更
な
る
支
援
の
在
り
方 

⑵ 

肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
更
な
る
支
援
の
在
り
方 

肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
は
、
根
治
的
な
治
療
法
が
少

な
く
、
ま
た
、
患
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
が
あ
る
。
こ
の
た
め

、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
以
下
の
取
組

を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。 

肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
は
、
根
治
的
な
治
療
法
が
少

な
く
、
ま
た
、
患
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
が
あ
る
。
こ
の
た
め

、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
以
下
の
取
組

を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。 

ア 

国
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
を
含
む
肝
疾
患
に
つ
い
て
、
「
肝
炎
研

究
推
進
戦
略
」
に
基
づ
く
研
究
を
推
進
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
肝
炎
情
報

セ
ン
タ
ー
、
拠
点
病
院
等
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
を
含
む
肝
疾
患
に

係
る
肝
炎
医
療
の
水
準
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
医
療
従
事
者
へ
の
研

修
及
び
情
報
提
供
等
を
推
進
す
る
。 

ア 

国
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
を
含
む
肝
疾
患
に
つ
い
て
、
「
肝
炎
研

究
十
カ
年
戦
略
」
に
基
づ
く
研
究
を
推
進
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
肝
炎
情

報
セ
ン
タ
ー
、
拠
点
病
院
等
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
を
含
む
肝
疾
患

に
係
る
肝
炎
医
療
の
水
準
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
医
療
従
事
者
へ
の

研
修
及
び
情
報
提
供
等
を
推
進
す
る
。 

イ 

（
略
） 

イ 

（
略
） 

ウ 

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
二
百
八
十
三
号
）
に
お
け
る
身
体
障
害
と
し
て
、
障
害
認
定
の
対

象
と
さ
れ
て
い
る
肝
臓
機
能
障
害
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に

認
定
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
要
件
の
緩
和
及
び
対
象
の
拡
大
が
な

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
そ
の
認
定
状
況
の
把
握
を
行
う
。

障
害
認
定
を
受
け
た
者
の
肝
臓
移
植
、
肝
臓
移
植
後
の
抗
免
疫
療
法
と

そ
れ
ら
に
伴
う
医
療
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
の

ウ 

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
一
定
の
条
件
の
下
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
に
お
け
る
身
体
障
害
と
し

て
、
新
た
に
肝
臓
機
能
障
害
の
一
部
に
つ
い
て
、
障
害
認
定
の
対
象
と

さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
そ
の
対
象
を
広
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
認
定
状
況
の
把
握
を
行
う
。
障
害
認
定
を
受
け
た
者
の
肝
臓
移
植

、
肝
臓
移
植
後
の
抗
免
疫
療
法
と
そ
れ
ら
に
伴
う
医
療
に
つ
い
て
は
、

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
当
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対
象
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
当
該
措
置
を
継
続
す
る
。 

該
措
置
を
継
続
す
る
。 

エ 

国
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬

変
治
療
研
究
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
三
年
四
月
に
行
わ
れ
た
見
直

し
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
該
事
業
の
よ
り

効
果
的
な
活
用
に
向
け
た
周
知
も
含
め
た
方
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
討
を
行
う
。 

エ 

国
は
、
肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
更

な
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
従
前
の
調
査
研
究
の
結
果
、
新
た
な

治
療
法
の
開
発
状
況
そ
の
他
の
医
療
の
状
況
、
肝
炎
医
療
費
助
成
や
重

症
化
予
防
事
業
等
の
施
策
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
る

。 

⑶ 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
肝
炎
対
策
の
推
進 

⑶ 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
肝
炎
対
策
の
推
進 

ア 

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
肝
炎
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律

第
九
十
七
号
。
⑷
及
び
⑸
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
都
道
府
県
単
位
で
の
肝
炎
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
を
策

定
す
る
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
肝
炎
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
体
制

を
構
築
し
、
管
内
市
区
町
村
、
拠
点
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
関
係

者
、
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
て
肝
炎
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
国
は
、
都
道
府
県
に
対
し
て

、
地
域
の
実
情
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
関
係
者
と
協
議
の
う
え
、
肝
炎

対
策
に
係
る
計
画
及
び
目
標
の
設
定
を
図
る
よ
う
促
す
。
ま
た
、
都
道

府
県
は
、
そ
の
実
施
状
況
の
把
握
、
評
価
及
び
見
直
し
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。 

ア 

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
肝
炎
対
策
基
本
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
都

道
府
県
単
位
で
の
肝
炎
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
等

、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
肝
炎
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
体
制
を
構
築
し

、
管
内
市
区
町
村
、
拠
点
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
関
係
者
、
肝
炎

患
者
等
及
び
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
て
肝
炎
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
国
は
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
地
域
の

実
情
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
関
係
者
と
協
議
の
う
え
、
肝
炎
対
策
に
係

る
計
画
及
び
目
標
の
設
定
を
図
る
よ
う
促
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
は
、

そ
の
実
施
状
況
の
把
握
、
評
価
及
び
見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。 

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
、
積
極
的
に
、
国
を
は
じ
め
と
す
る
他
の

行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
肝
炎
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
こ
の
際
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
保
健
所
等
の
活
用
を
図
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
、
積
極
的
に
、
国
を
は
じ
め
と
す
る
他
の

行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
肝
炎
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
こ
の
際
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
保
健
所
等
の
活
用
を
図
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。 

な
お
、
国
及
び
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
こ

れ
ら
の
取
組
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
技
術
的
支
援
等
を
行
う
。 

な
お
、
国
及
び
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
こ

れ
ら
の
取
組
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
技
術
的
支
援
等
を
行
う
。 

イ 

国
及
び
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
都
道
府
県
間
で
の
肝
炎
医
療
の
均

て
ん
化
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
実
施
状
況
に
鑑
み
、
適
切
な
情
報
提
供

や
助
言
を
地
方
公
共
団
体
、
拠
点
病
院
等
に
対
し
て
行
う
と
と
も
に
、

更
に
必
要
な
意
見
交
換
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

イ 

国
及
び
肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
都
道
府
県
間
で
の
肝
炎
医
療
の
均

て
ん
化
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
実
施
状
況
に
鑑
み
、
適
切
な
情
報
提
供

や
助
言
を
地
方
公
共
団
体
、
拠
点
病
院
等
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る

。 

⑷ 

国
民
の
責
務
に
基
づ
く
取
組 

⑷ 

国
民
の
責
務
に
基
づ
く
取
組 

法
第
六
条
の
規
定
に
鑑
み
、
肝
炎
対
策
は
、
肝
炎
患
者
等
と
そ
の
家
族

等
を
含
め
た
国
民
が
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
活
動
す
る
必
要
が
あ
り
、
以

肝
炎
対
策
基
本
法
第
六
条
の
規
定
に
鑑
み
、
肝
炎
対
策
は
、
肝
炎
患
者

等
と
そ
の
家
族
等
を
含
め
た
国
民
が
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
活
動
す
る
必
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下
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

要
が
あ
り
、
以
下
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

ア
・
イ 

（
略
） 

ア
・
イ 

（
略
） 

⑸ 

肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
見
直
し
及
び
定
期
報
告 

⑸ 

肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
見
直
し
及
び
定
期
報
告 

法
第
九
条
第
五
項
に
お
い
て
は
、
「
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
医
療
に

関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
及
び
肝
炎
対
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価

を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

肝
炎
対
策
基
本
法
第
九
条
第
五
項
に
お
い
て
は
、
「
厚
生
労
働
大
臣
は

、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
及
び
肝
炎
対
策
の
効
果

に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
肝
炎
対
策
基
本

指
針
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

本
指
針
は
、
肝
炎
を
巡
る
現
状
を
踏
ま
え
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
に
基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
指

針
に
定
め
る
取
組
に
関
し
、
国
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
取

組
の
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
調
査
及
び
評
価
を
行
い
、
肝
炎
を
巡
る

状
況
変
化
を
的
確
に
捉
え
た
上
で
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
改
正
か
ら
五

年
を
経
過
す
る
前
で
あ
っ
て
も
、
本
指
針
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
改
正

す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
本
指
針
に
定
め
ら
れ
た
取
組
の
状
況
に
つ
い

て
、
国
は
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
に
定
期
的
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

本
指
針
は
、
肝
炎
を
巡
る
現
状
を
踏
ま
え
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
に
基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
指

針
に
定
め
る
取
組
に
関
し
、
国
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
取

組
の
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
調
査
及
び
評
価
を
行
い
、
肝
炎
を
巡
る

状
況
変
化
を
的
確
に
捉
え
た
上
で
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
改
正
か
ら
五

年
を
経
過
す
る
前
で
あ
っ
て
も
、
本
指
針
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
改
正

す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
本
指
針
に
定
め
ら
れ
た
取
組
の
状
況
に
つ
い

て
、
国
は
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
に
定
期
的
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 
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